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研究目的 
光透過型壁体（以下では透光壁と称します）は、壁体を通して室内に自然光を採光することにより、住宅に

おける良好な光環境の創出と照明などの運用エネルギーの低減を図るものです。本研究では透光壁の開発上必

要となる、居住空間の視環境を評価するための指標を構築しました。 

 

了 

 

研究概要 
 被験者実験により透光壁のある室内の視

環境を評価しました。また、視環境に関連す

る物理量として、室内の照度や壁体の可視光

透過率などを測定しました。これらの検討に

より得られた知見から、評価指標を構築しま

した。 

 

■評価指標の概要 

 評価指標は次の6つの視環境上の評価項目

からなります。 

① 明るさ-昼････昼間における室内の明る
さ。 

② 明るさ-夜････夜間の照明点灯時におけ
る室内の明るさ。（透光壁は一般の壁よ

りも可視光反射率が低くなると考えられ

ます。それにより室内の照度や壁の輝度

が低下し、著しい場合には照明のW数を

1 ランク上のものとする等の対策が必要

となります。） 

③ まぶしさ-昼････特に直射光が入射する
場合に生じる、透光壁のまぶしさ。 

④ 闇面-夜････夜間に屋外の暗闇が透ける
ことなどにより、壁面の色がグレーがか

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 視環境の設計フロー 
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壁体の反射率による評価 

暗さを生じない反射率とする。反射率60％程度

を閾値として、反射率が低いほど暗さを感じる

ようになる。 

室内水平面照度による評価 

JIS Z9110照度基準に記載される全般照明の下

限値を、電灯点灯の閾値とする。洗面室など、

性別や行為により必要とされる明るさが大きく

異なる場合には、タスク照明を併用する方法が

考えられる。 

夜 

 

⑤ 視線制御-昼・夜････屋外からの室内の様
子の見え具合や、室内において感じられ

る屋外からの見え具合に関する印象。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 映り込み（鏡面-夜）････透光壁の内装材
の表面に光沢がある場合において生じる、

室内の人や照明などの壁面への映り込み。 

 

 

 

 

写真1 透光壁を設置した 

実験棟（LDK）の内観 

 
 

研究成果・活用方法 
 本研究の成果を活用して透光壁の開発を行います。その 1 つとして、共同研究

型省エネ壁システムの研究開発」（H17-19実施）において、透光壁を開発してい
写真2 闇面を生じている

透光壁 
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壁体の輝度と、目の位置の鉛直面照度もしくは

透光壁の立体角による評価 

まぶしさを生じない透過率とする。大まかには、

壁体の輝度が3200[cd/m2]程度以上でまぶしさ

を感じ始める。 
 

 

 

内装材の反射率等による評価 

室内側表層はマットなし上げとする。特に壁体

の反射率が47％以下の場合には正反射率を低

く、粗度を粗くすることが必要。 
 

 

 

壁体の反射率による評価 

闇面による不快感を生じない反射率とする。反

射率が60％程度以下では反射率が低いほど不快

感を生じやすくなる。 
 

 

 

 

 

 

壁体の透過率による評価 

屋外の景色が視認できる空隙がある場合には不

快感を生じやすい。また、透過率が50％程度以

上の場合には、透過率が高いほど、不快感を生

じやすい。洗面室は性別や行為により必要とさ

れる性能が異なるが、ブラインド等の制御装置

を併用して透光壁の透過率をなるべく高くする

方法が採光性を損なわず実用的と考えられる。
「透光性材料による日射利用

ます。 


